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2009年12月28日《No.2283 》
【憲法改悪阻止闘争ニュース　No.55】

嵐は強い木をつくる！
「京都社会保険９条の会」が連帯の活動を展開

【京都社保９条の会発】
「京都社会保険９条の会」（略称・京都社保９条の会）は２００７年３月２４日に、京都教育文化センターで結成されました。

　この会は当時、①憲法９条を改悪するための投票法案が安倍自公政権のもと重大な情勢を迎えていたこと、②小泉内閣の社会保障に対する改悪に次ぐ改悪で真の社会保障の確立めざすたたかいが求められていること、③健康保険・年金の民営化が強行され、職員の分限免職や年金記録問題が重大になっていることなどから、全厚生労働組合京都支部と全厚生ＯＢの呼びかけによって結成されました。
ＯＢには、文章を郵送して参加・入会を求め、結成総会には全体で３３名が出席しました。そして、会の意義を確認するとともに、久しぶりの交流を深めました。この間の活動では機関紙発行を中心に情勢に応じた学習資料の提供や取り組みの案内、「戦争体験文集」の紹介などを行ってきました。総会は年一度で３月に行っています。

■全厚生処分取消訴訟では「励ます会」を結成
　私たちの社保９条の会は、９条だけでなく仕事で社会保障にかかわっている立場から２５条も同時に取り組んでいるのが特色です。また現役とＯＢのつながりを深め、さらにＯＢ間の交流を広げています。ＯＢの会員と協力者は現在５０名を越えました。

　今回の全厚生処分取消訴訟では、このつながりをもとにいち早く「励ます会」を結成しました。

■安保弾圧事件を闘ってきた激励の言葉

　この会のニュースの題字「嵐は強い木を」はかって京都府職労と社会保険支部が安保弾圧事件をたたかってきた激励の言葉です。正確には「嵐は強い木を作る」です。この意思をみんなのものとしてがんばっていく言葉でもあります。このニュースは、私たちだけでなく全厚生本部や支部、協力団体・個人にも送付し連帯を求めています。
（京都社保９条の会事務局　藤田さん）
職場で「憲法遵守職場宣言」を～全法務～
北海道共同センター「９の日」宣伝で訴え
【北海道国公発】
毎週火曜日の昼休みに札幌市大通公園で街頭宣伝を続けている「憲法改悪反対運動推進センター」は12月15日、道労連や国民救援会、高教組、北海道国公などから、7名が参加して「憲法改悪反対の声を国会へ届けよう」と署名・宣伝活動を行いました。
 弁士としてマイクを握った全法務北海道地方本部の書記長は、「全法務は毎年憲法記念日に憲法遵守職場宣言をすべての職場で行ってきた。憲法99条の公務員としての憲法尊重擁護義務を職場で確認し、内外に宣言するものだ。職場の仲間から、二度と戦争を起こさないことを誓った憲法9条を世界に広げることが真の国際貢献だ」と訴えました。
■とりくみに勇気づけられ、心あたたまる
 また、北海道国公の仲間は、「寒いけど頑張ってください」と男子学生から激励され、主婦からも「戦争したらぜったいだめだよね」と共感の声をかけられ、「とっても寒かったけど、優しい声をかけられこのとりくみに勇気づけられ、心暖まりました」と感想を語っていました。
当日の札幌は、朝から雪が降り、歩道にも雪が残って正午はマイナス３度の風花状態。太陽の光がうれしくとも、とても寒い中でのとりくみでしたが、１８筆の署名が集まりました。
（北海道国公事務局長　上川明保）

岐阜県内の九条の会がつどい、交流深める
平和のつどい(11/3)と県内交流会(11/29)ひらく
【国公岐阜・９条の会発】
１１月３日、岐阜市市民会館で「岐阜九条の会」主催の平和のつどいが行われました。この会は、「国公岐阜・九条の会」とも交流が深く、私たちの会からも平和を希求する仲間達が数多く参加しました。

　つどいの第一部は、その練習風景が地元紙にも取り上げられた六三名の読み手による「群読」です。読み上げる詩はジョン•レノンの名曲「イマジン」で、それを新井満さんが自由に訳したものです。

　つづく第二部は、日本国際ボランティアセンター代表理事の谷山博史さんによる「武力で平和は得られるか？」と題した講演会でした。

　谷山さんは、先日、カルザイ氏が大統領に就任したばかりのアフガニスタンを舞台にボランティア活動をする団体の代表です。　

　パソコンのプレゼン•ソフトを使った講演では、私達の知らない本当のアフガニスタンの実情を短時間で余すことなく伝えてくれました。

　中でも、アフガニスタンの人々は、日本に対し、その他の先進国とは異なる思いを抱いているという話には何か嬉しさを感じます。その分けは先進国で唯一軍隊を駐留させない国だからだそうです。

　紛争の最終解決は武力だと思っていたアフガニスタンの青年も、ボランティア活動を通して、対話でも解決できることを悟ったそうです。また、谷山さんは、「紛争問題を武力ではなく、対話を進めながら糸口を掴み、解決へと導くことができるのは武力を持ち込んでいない日本だけであり、和平の仲介役として、その期待がより一層高まっている」と話しました。【写真は、平和のつどいに掲示されたカンボジアの子どもたちの笑顔】
■「新たな情勢の中での憲法９条」

岐阜県内交流会で、小林武さんが記念講演
１１月２９日、岐阜県美濃加茂市の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こび),古井)の天狗山で行われた県内交流会にも「国公岐阜・九条の会」の仲間が参加しました。

午前の全体会は、愛知大学教授の小林武さんをお招きし、「新たな情勢の中での憲法９条」と題した有意義な記念講演でした。特に、先の選挙により民主党が大勝したことについて、現行の小選挙区制の課題だとして分かりやすく説明しました。

　　　　　　　（「国公岐阜・９条の会」事務局　大森　徹治）
日本原水協　　http://www.antiatom.org/
憲法改悪反対共同センター　http://www.kyodo-center.jp/
「九条の会」ニュース　http://www.9-jo.jp/news_list/index.html
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信をお寄せください
以　上
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「何があっても戦争は絶対許さない」憲法９条を守り、憲法２５条の『国民の生存権』の規定を発展させることなどを求め、京都の社会保険職場で働く職員やＯＢ、市民たちが「京都社会保険９条の会」を立ち上げました。「安心年金つくろう会」活動や、学習、交流、ニュース発行などさまざまな活動を展開しています。
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